
 

 

マッキンゼー『予算統制』におけるマッキンゼー『予算統制』におけるマッキンゼー『予算統制』におけるマッキンゼー『予算統制』における controlcontrolcontrolcontrol    
 

北村 浩一（鹿児島大学）    
 
【本報告の目的】 
・ これまでの諸研究→マッキンゼー『予算統制』（Mckinsey[1922]）においては「予算に
よる統制」と呼ばれる，いわゆる control の過程（予算実績差異分析）が見出されない（小
林健吾[1987]，廣本敏郎[1993]，吉村文雄[1995]，北村浩一[2001]など） 

・ マッキンゼー自身は計画の設定（planning）＝予算統制（budgetary “control”）と位
置づけている（Mckinsey[1922], p.3） 

→『予算統制』における “control”とは一体何か 
⇒ control の過程を持たないマッキンゼー『予算統制』において”control”がどのような
意味を持って展開されているかを明らかにする 

 
【『予算統制』システム】 

・『予算統制』システム(『予算統制』で描かれている予算のための組織と手続き)が control
の過程を持たずに成り立っていることの確認 
 

＜『予算統制』システムの全体図＞ 

 
 

【予算に与えられる役割】 
・ control の過程を有する予算システムにおける予算の役割＝業績評価（責任会計）の基準 
⇒その contorol の過程を持たない『予算統制』における予算の役割とは何か 
 

＜『予算統制』における報告の目的＞ 

 



 

 

＜予算報告書の様式＞ 

 
 

 
 

・『予算統制』における予算報告の目的とそこで用いられている予算報告書の様式をどの
ように位置づけるかが，『予算統制』における予算の役割を明らかにする Key となる  
 
【『予算統制』における control】 

・予算の役割の理解→『予算統制』における “control”の意味を明確化⇒マッキンゼー『予
算統制』全体の評価・位置づけにどう関わっていくか 
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